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もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

第
２
段
階
に
向
け
て

第
２
段
階
に
向
け
て

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
は
、
大
き
く

４
つ
の
段
階
に
分
け
て
実
施
す
る
計
画
で

す
。
第
１
段
階
は
「
燃
料
体
取
出
し
期
間
」

と
し
て
、
炉
心
や
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
に
保
管

さ
れ
て
い
る
燃
料
体
計
５
３
０
体
を
全
て
燃

料
池
（
燃
料
プ
ー
ル
）
に
移
送
し
ま
す
。

第
２
段
階
「
解
体
準
備
期
間
」
で
は
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
機
器
の
解
体
準
備
と
し
て
「
も
ん

じ
ゅ
」
系
統
内
に
あ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
取

り
作
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
の
第
３
段
階
「
廃
止
措
置
期
間

Ⅰ
」、
第
４
段
階
「
廃
止
措
置
期
間
Ⅱ
」
に

お
い
て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
機
器
の
解
体
撤
去
や

建
物
等
の
解
体
を
行
う
計
画
で
す
。

第
１
段
階
の
燃
料
体
取
出
し
作
業
は
、
２

０
１
８
年
度
か
ら
２
０
２
２
年
度
ま
で
行
う

計
画
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
燃
料
体
４
０
６ 

体
を
計
画
ど
お
り
燃
料
池
へ
移
送
し
ま
し

た
。
来
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）、
残
り 

１
２
４
体
を
移
送
し
５
３
０
体
全
て
の
移
送

を
完
了
し
た
後
、
第
２
段
階
「
解
体
準
備
期

間
」
へ
移
行
す
る
計
画
で
す
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
取
り
に

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
取
り
に  

つ
い
て

つ
い
て

「
も
ん
じ
ゅ
」
に
は
、
１
次
系
ナ
ト
リ
ウ

ム
（
原
子
炉
容
器
や
１
次
主
冷
却
系
、
炉
外

燃
料
貯
蔵
槽
等
）や
２
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム（
２

次
主
冷
却
系
等
）
に
約
１
６
６
５
ト
ン
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
漏
え
い
リ
ス
ク

を
低
減
す
る
た
め
、
段
階
的
に
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
系
統
か
ら
抜
き
取
り
、
搬
出
す
る
ま
で
の

間
タ
ン
ク
で
管
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
既
に

（
２
０
１
８
年
12
月
）
系
統
か
ら
タ
ン
ク
（
既

設
タ
ン
ク
、
一
時
保
管
用
タ
ン
ク
）
へ
約 

７
５
５
ト
ン
抜
取
り
、
漏

え
い
リ
ス
ク
の
低
い
固
体

の
状
態
で
管
理
し
て
い
ま 

す
。１

次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
に

つ
い
て
は
、
炉
心
に
ま
だ

燃
料
体
が
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
は
燃
料
体

の
移
送
を
進
め
て
お
り
、

系
統
内
に
お
い
て
液
体
ナ

ト
リ
ウ
ム
の
状
態
で
管
理

し
て
い
ま
す
が
、
第
２
段

階
に
お
け
る
抜
取
り
に
向

け
て
、
そ
の
具
体
的
な
方

法
や
時
期
に
つ
い
て
、
現

在
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
な
お
、
系
統
か
ら
タ

ン
ク
へ
抜
き
取
っ
た
後

は
、
２
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム

と
同
様
、
漏
え
い
リ
ス
ク

の
低
い
固
体
の
状
態
で
管

理
し
ま
す
。

第1段階
燃料体取出し期間

第2段階
解体準備期間

第3段階
廃止措置期間Ⅰ

第4段階
廃止措置期間Ⅱ

「もんじゅ」廃止措置工程

もんじゅの系統概要

廃止措置の第2段階に向けて
ナトリウムの抜取り・搬出についての検討状況

1次主冷却系・原子炉容器

2次主冷却系

水・蒸気系
1次系ナトリウム
2次系ナトリウム

2



２
０
２
１
年
３
月
よ
り
、
炉
外

燃
料
貯
蔵
槽
か
ら
燃
料
池
へ
の
燃

料
体
１
４
６
体
の
移
送
作
業
を
開

始
し
ま
し
た
が
、
計
画
よ
り
約
１

か
月
程
度
早
い
７
月
に
移
送
を
完

了
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
燃
料
体

取
出
し
作
業
に
お
い
て
経
験
し
た
、

燃
料
出
入
機
（
グ
リ
ッ
パ
）
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
化
合
物
の
付
着
や
、
駆

動
装
置
の
不
具
合
等
に
対
し
、
適

切
に
対
策
を
施
し
た
結
果
、
作
業

が
安
全
か
つ
順
調
に
進
ん
だ
こ
と

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
燃
料
体
残
り
１
２
４

体
に
つ
い
て
、
来
年
（
２
０
２
２

年
４
月
）
か
ら
の
原
子
炉
容
器
か

ら
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
へ
の
移
送
作

業
の
開
始
に
向
け
、
設
備
の
点
検

等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
安
全
を
最
優
先
に
、

慣
れ
る
こ
と
な
く
緊
張
感
を
持
ち

な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の
作
業
を
確

実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
搬
出
に

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
搬
出
に  

向
け
て

向
け
て

系
統
か
ら
抜
き
取
っ
て
タ
ン
ク
で
保
管
し

て
い
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
搬
出
用
の
タ
ン
ク

に
移
し
て
搬
出
す
る
計
画
で
す
。

現
在
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
搬
出
に
向
け
、
国

内
外
の
ニ
ー
ズ
な
ど
の
調
査
、
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

海
外
に
お
い
て
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
用
い

た
原
子
炉
の
廃
止
措
置
の
際
に
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
化
学
処
理
し
て
「
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
」

に
転
換
し
再
利
用
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

「
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
は
一
般
産
業
で
洗

浄
剤
の
原
料
や
中
和
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
海
外
で
の
処
理
も
視
野

に
入
れ
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
搬
出
に
必
要
と
な
る
設
備
（
休
止
設
備

の
復
旧
、
追
加
設
置
等
）
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
原
子
力
規

制
委
員
会
等
に
説
明
し
な
が
ら
、
第
２
段
階

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

この研究に携わっている機構職員

地元の学校を卒業して、1999年に入社後、プ
ラント運転当直勤務に従事し「もんじゅ」プラン
トの知識を養い、現在は燃料体取出し作業、定期事業者検査業務を
担当しています。燃料体取出し作業では、燃料取扱設備操作チーム
の責任者として操作員への操作指揮を執り、一つ一つ確実な操作に
努めています。今後も安全を最優先に、チーム一丸となって燃料体
取出し作業完了に向けて業務に取り組んでいきます。

田
た

中
な か

利
と し

幸
ゆ き 敦賀廃止措置実証部門

高速増殖原型炉もんじゅ
廃止措置部
施設管理課

第1段階における燃料体取出し作業工程

一時保管用タンク

炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
か
ら
燃
料
池
へ

燃
料
体
１
４
６
体
の
移
送
完
了

燃料の取出し経路
︓ 燃料体の
処理

凡例
︓ 燃料体の
取出し

燃料体の取出し経路
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「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたもの
ふげんREPORT

電
気
設
備
の
維
持
管
理
費
削
減
に 

向
け
た
取
組
み

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
廃
止
措
置
計
画
に
基

づ
き
、
計
画
ど
お
り
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
施
設
の
安
全
を
確
保
し
な
が

ら
、
廃
止
措
置
の
進
捗
に
合
わ
せ
た
、
設
備

の
合
理
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

電
気
設
備
に
つ
い
て
は
、
不
要
と
な
る
回

路
の
切
り
離
し
や
、
構

成
す
る
各
設
備
の
合
理

化
等
に
よ
り
、
必
要
な

電
力
量
が
低
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
２
７

５
kV
敦
賀
線
か
ら
予
備

電
源
と
し
て
い
た
77 

kV
立
石
線
へ
受
電
先
を

切
り
替
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
開
閉
所
設
備

（
※
１
）
の
維
持
管
理
に
要

す
る
費
用
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
気
設
備
の 

高
経
年
化
対
策

電
気
設
備
は
、「
ふ

げ
ん
」
の
廃
止
措
置
の

最
終
段
階
ま
で
使
用
す

る
重
要
な
設
備
で
す

が
、
高
経
年
化
等
に
よ

り
、
年
々
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
時
間
や
経
費
を
要

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
廃
止

措
置
作
業
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
計
画
的
な
設
備
の
更
新
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

近
年
に
お
い
て
は
、
２
０
２
２
年
度
ま
で

に
メ
タ
ク
ラ
設
備
（
※
２
）
を
更
新
し
ま
し
た
。

（
写
真
①
）

現
在
は
、
77 

kV
開
閉
所
の
設
備
機
器
の
更

新
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒（
写
真
②
）

「ふげん」設備の合理化計画
電気設備の合理化と高経年化対策

この研究に携わっている機構職員

地元の大学を卒業し民間企業で機械の設計・製造
に携わった後、2019年に原子力機構に入社しました。

「ふげん」施設の保守管理業務に従事し、設備・機器の点検や更新計画を
担当しています。進行中の電気設備の更新では、設備切替え時の停電作
業などが必要となり、関係職員一丸となって進めています。前職での経
験や知識を活かし、従来の手法に縛られない新たな発想や手法を立案し、
安全かつ効率的な廃止措置業務に取り組んでいきます。

山
や ま

本
も と

恭
た か

士
し 敦賀廃止措置実証部門

新型転換炉原型炉ふげん
廃止措置部
設備保全課

現在の所内電源構成 更新後の所内電源構成

77kV開閉所設備の合理化
による保守・点検の効率
化、省エネ性能が高い変圧
器の採用、メンテナンスフ
リー型への変更による点検費
の削減、保護継電器及び伝送シス
テムのデジタル化、中央制御監視装置設置による視認性・操作性
の向上等を検討し、安全を第一に、更なる効率的な廃止措置作業
に努める計画としています。

写真①
メタクラ盤の更新

写真②  77kV開閉所設備

受電先の変更

高圧配電盤母線の
集約（メタクラ盤）

77kV開閉所の更新

起動変圧器の廃止

今
後
も
、「
ふ
げ
ん
」
内
の
電
源
設
備
ケ
ー

ブ
ル
を
振
り
替
え
、
２
７
５
kV
か
ら
77 

kV
へ

の
受
電
先
の
運
用
を
変
更
し
た
り
、
予
備
電

源
の
設
置
等
を
計
画
し
て
お
り
、
廃
止
措
置

の
進
捗
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
着
実
な
設
備
の

更
新
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
※
１
） 

遮
断
器
、
断
路
器
等
の
開
閉
装
置
に
よ
り
、

送
電
線
に
電
気
を
流
し
た
り
、
止
め
た
り
す

る
中
継
施
設

（
※
２
）
高
圧
電
源
の
遮
断
器
な
ど
を
収
め
た
配
電
盤
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敦
賀
総
合
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー 

報
告
会
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

今
年
７
月
７
〜
21
日
、
レ
ー
ザ
ー
応
用
技

術
や
高
速
炉
プ
ラ
ン
ト
技
術
の
研
究
開
発
成

果
及
び
産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
等
、
敦
賀

総
合
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
活
動
実
績
に
つ

い
て
の
令
和
３
年
度
報
告
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
オ

ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に
て
実
施
し
、
１
９
３
名

の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
産
学
官
の
連
携
機
関
の
方

か
ら
も
、
廃
止
措
置
に
関
す
る
放
射
線
観
測

用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
や
ス
マ
デ
コ
を
利
用
し

た
原
子
炉
解
体
技
術
に
関
す
る
試
験
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
に
関
す
る
共
同
研
究
の
実
施
状
況
な

ど
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ス
マ
デ
コ
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
も
開
催

し
ま
し
た
。

視
聴
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
ら
研

究
内
容
や
産
学
官
連
携
へ
の
取
り
組
み
の
成

果
に
つ
い
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
産
学
官
連
携
の

輪
を
よ
り
一
層
広
げ
る
べ
く
、
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ス
マ
デ
コ
を
活
用
し
た 

廃
止
措
置
工
事
参
入
の
支
援

敦
賀
総
合
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
元
企
業
の
成
長
を
支
援
す
る
拠

点
と
し
て
整
備
し
た
「
ふ
く
い
ス
マ
ー

ト
デ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン
グ
技
術
実
証
拠

点
」（
以
下
「
ス
マ
デ
コ
」）
を
活
用
し
、

原
子
力
機
構
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て

２
０
１
９
年
度
か
ら
地
元
企
業
を
対
象

と
し
た
「
解
体
技
術
研
修
」
を
敦
賀
商

工
会
議
所
と
の
連
携
・
協
力
の
も
と
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
修
で
は
「
ふ
げ
ん
」

の
非
管
理
区
域
内
解
体
作
業
を
対
象
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
５

月
26
〜
28
日
に
実
施
し
た
研
修
で
は
、

原
子
力
施
設
の
特
徴
で
あ
る
管
理
区
域

内
の
作
業
ま
で
対
象
を
広
げ
、
研
修
の

内
容
を
充
実
し
ま
し
た
。

今
回
、「
ふ
げ
ん
」
の
廃
止
措
置
に

直
接
参
入
経
験
の
な
い
敦
賀
市
内
の
企

業
６
社
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
入
に
必
要
な
知
見
・
経
験
の
講
義

や
「
ふ
げ
ん
」
の
実
機
部
材
を
用
い
た

解
体
訓
練
、
放
射
線
防
護
具
の
着
用
訓

練
、
複
合
現
実
感
（
Ｍ
Ｒ
）
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
「
ふ
げ
ん
」
の
工
事
計
画
・

方
法
に
関
す
る
実
習
を
行
い
、
知
識
・

技
術
の
習
得
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
企
業
か
ら
は
、「
廃
止

措
置
の
概
要
が
理
解
で
き
た
」「
放
射

線
管
理
上
の
必
要
な
手
続
き
が
理
解
で

き
た
」
等
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
本
年
４
月
に
国

際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
た
原
子
力
機
構
の
バ
ッ

ク
エ
ン
ド
対
策
に
対
す
る
国
際
的
な 

「
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
レ
ビ
ュ
ー
」（＊
）
に

お
い
て
、
優
良
事
例
と
し
て
の
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
さ
ら
な
る
地
域
企
業
の
技

術
力
向
上
に
向
け
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
研
修
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

▲ つるそうけんホームページ
つるそうけんの研究開発成果、事業活
動の様子を動画でもご紹介しています。
今回のスマデコバーチャルツアーの様
子もご覧いただけます。

敦総研
報告会

解体技術
研 修

スマデコでの管理区域を想定した解体訓練の様子

（
＊
）「
Ａア

ル

テ

ミ

ス

Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
レ
ビ
ュ
ー
」

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
加
盟
国
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
加
盟
国
か
ら
派
遣
さ
れ
る
専
門
家
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
、
原
子
力
施
設
の
廃
止
措
置

に
関
す
る
国
際
的
な
レ
ビ
ュ
ー
。

地元企業による廃止措置のための放射線観測用
ロボットの開発に関する講演

スマデコバーチャルツアー（水中での切断実証試験
を行う円筒型プール）

つるそうけんNEWS （「つるそうけん」とは、
敦賀総合研究開発センターの略称です。）
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つ る ほ ん だ よ り

原
子
力
機
構
で
は
、
美
し
い
自
然
環
境

や
住
み
や
す
い
生
活
環
境
保
全
の
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
清
掃
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
６
月
は

環
境
月
間
と
い
う
こ
と
で
、
敦
賀
市
や
美

浜
町
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
清
掃
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
。

新
た
な
試
験
研
究
炉
の
設
置
に
向
け

て
、「
も
ん
じ
ゅ
」
で
は
地
質
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、「
も
ん

じ
ゅ
」
原
子
炉
施
設
の
山
側
候
補
地
で
、

深
さ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
（
※
１
）
を
実
施
し
た
結
果
、
調
査
し
た

範
囲
内
に
大
規
模
な
破
砕
帯
（
※
２
）
や
、

す
べ
り
面
に
な
る
よ
う
な
脆
弱
部
は
確
認

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
度
は
、
よ
り
深
く
２
０
０
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
周
り
の
斜
面
の
地
質
（
破
砕
帯
）

６
月
13
日
に

は
、
美
浜
町
主

催
の
「
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
ふ
く

い
大
作
戦
in
美

浜
」
に
参
加

し
、
水
晶
浜
周

辺
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
６

月
30
日
に
は
、

敦
賀
湾
内
水
島
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。
地
域
の
皆
さ
ま
や
他
の
企
業
関
係

者
の
方
々
と
と
も
に
、
海
か
ら
流
れ
着
い

た
漂
着
物
や
空
き
缶
等
の
ご
み
を
拾
い
、

島
内
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
24
日
に
「
も
ん
じ
ゅ
」
マ

イ
プ
ラ
ン
ト
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
題
し
た
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
安
全
確
保
は
き

れ
い
な
職
場
か
ら
と
い
う
意
識
の
も
と
、

従
業
員
に
よ
る
「
も
ん
じ
ゅ
」
構
内
の
清

掃
作
業
な
ど
環
境
整
備
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
活
動
は
、
今
後
も
継
続
的
に
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

原
子
力
機
構
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
、
環
境
美
化
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

水島清掃 （６月30日）

地域共生地域共生
活 動活 動

環
境
月
間
・
清
掃
活
動
に
参
加

～
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
～

試験研究炉試験研究炉
トピックストピックス

「
も
ん
じ
ゅ
」敷
地
内
に
設
置
す
る

「
も
ん
じ
ゅ
」敷
地
内
に
設
置
す
る  

新
た
な
試
験
研
究
炉
に
つ
い
て

新
た
な
試
験
研
究
炉
に
つ
い
て

～
令
和
３
年
度
地
質
調
査
開
始
～

～
令
和
３
年
度
地
質
調
査
開
始
～

や
風
化
の
様
子
を
技
術
者
が
歩
い
て
確
認

す
る
踏
査
を
行
う
予
定
で
す
。

８
月
26
日
、
昨
年
度
と
同
じ
く
、「
も

ん
じ
ゅ
」
原
子
炉
施
設
の
山
側
候
補
地

で
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
掘
削
作
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
地
質
調
査
は
今
年
の
12
月

ま
で
行
う
予
定
で
す
。

（
※
１
） 

地
表
か
ら
地
下
に
筒
状
の
穴
を
掘
り
、
地
層

を
採
取
し
て
地
下
の
状
態
を
調
べ
る
調
査

（
※
２
） 
岩
石
が
ず
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
た
粘
土

化
し
た
層

令和2年度
ボーリング
調 査 地 点

もんじゅもんじゅ

令和3年度
ボーリング
調 査 地 点

「もんじゅ」マイプラントクリーン作戦 （６月24日）

「もんじゅ」敷地内におけるボーリング調査の様子
（令和3年8月26日撮影）
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つ る ほ ん だ よ り

●
試
験
研
究
炉
が
、ど
う
必
要
で
出
来

る
ま
で
今
後
ど
れ
く
ら
い
期
間
が
必

要
な
の
か
等
、一
般
市
民
は
基
本
的

な
と
こ
ろ
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、

そ
こ
も
含
め
て
わ
か
り
や
す
く
知
ら

せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

 
 

（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
グ
ロ
ー

バ
ル
的
施
策
と
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

課
題
が
注
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
主
力（
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
）と
し

て
原
子
力
発
電
が
あ
り
ま
す
が
、今

後
の
使
用
済
燃
料
処
理
に
向
け
た
状

況
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

 
 

（
群
馬
県
・
男
性
）

原
子
力
機
構
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て

こ
の
度
、原
子
力
機
構
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
並
び
に
デ
ザ
イ
ン
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
コ
ン
セ
プ
ト
》

原
子
力
の
未
来
に
向
か
っ
て
大
き

く
は
ば
た
く
原
子
力
機
構
を
イ
メ

ー
ジ
し
、さ
ら
に
、未
来
の
原
子
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
新
し
い
科
学
技
術

を
生
み
出
す
源
と
な
る
原
子
力
機

構
の
み
な
ぎ
る
気
力
、活
力
、発
想

力
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

な
お
、「
未
来
へ
げ
ん
き
」の「
げ

ん
き
」は
、原
子
力
の「
げ
ん
」と

機
構
の「
き
」を
あ
わ
せ
た
言
葉
で

も
あ
り
ま
す
。

　
本
誌
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご

意

見

箱

こ
れ
ま
で
敦
賀
地
区
で
は
「
ふ
げ
ん
」

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
現
場
見
学
を
通
じ
た
理

解
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
現
在
は
そ
の
受
け
入
れ
を
中
止
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

一
般
の
方
々
へ
「
ふ
げ
ん
」

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置

等
の
状
況
に
つ
い
て
の
理
解

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
︑

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 

敦
賀
事
業
本
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１

理解促進理解促進
活 動活 動

Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
た

Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
た

理
解
促
進
活
動
に
つ
い
て

理
解
促
進
活
動
に
つ
い
て

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
現
場
の
臨

場
感
等
を
体
感
し
な
が
ら
廃
止
措
置
の
状

況
に
つ
い
て
確
認
い
た
だ
け
る
Ｖ
Ｒ
（
仮

想
現
実
）
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
し
た
。

本
シ
ス
テ
ム
は
今
年
度
よ
り
運
用
を
開

始
し
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
も
ご
利
用
い
た
だ
き

始
め
て
い
ま
す
。
原
子

力
機
構
で
実
施
し
て
い

る
モ
ニ
タ
ー
活
動
に
お

い
て
も
、
先
日
実
施
し

た
意
見
交
換
会
の
中
で

ご
体
感
い
た
だ
く
機
会

を
設
け
ま
し
た
。
参

加
者
の
方
々
か
ら
は
、

「
臨
場
感
が
あ
っ
た
」 

「
迫
力
が
あ
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
多

く
の
方
に
「
ふ
げ
ん
」「
も
ん
じ
ゅ
」
の

廃
止
措
置
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
活
動

し
て
ま
い
り

ま
す
。

VRゴーグル

「ふげん」原子炉建屋「ふげん」原子炉建屋 「もんじゅ」炉上部「もんじゅ」炉上部

原子力機構モニター意見交換会
VR視聴の様子

VRゴーグルでは、「ふげん」や「もんじゅ」の施設の中の様子を360度全方向でご覧いただくことができます。

『	 』
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発
行
所 

■ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 
敦
賀
事
業
本
部
＝
〒
９
１
４

−

８
５
８
５ 

敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番
地

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.jaea.go.jp  （
２
０
２
１
年
9
月
発
行
）

つ
る
が
の
四
季

つ
る
が
の
四
季
─

№ 131

敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜

⃝

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

　
　
　
　
　
福
井
河
川
国
道
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
７
７
６
（
35
）２
６
６
１
㈹

超
レ
ア
！  

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
注
目
を
集
め
た

  

「
４
連
お
に
ぎ
り
」道
路
標
識

国
道
の
重
複
区
間
に 

４
つ
の
国
道
標
識
を
設
置

敦
賀
市
内
の
交
差
点
に
、「
４
連
お
に
ぎ
り
」

と
呼
ば
れ
る
道
路
標
識
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？　

こ
れ
は
縦
に
４
つ
の
国
道
番
号

が
並
ん
だ
標
識
の
こ
と
で
、
４
本
の
国
道
が
重

複
し
て
い
る
区
間
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

道
番
号
を
示
す
標
識
が
お
に
ぎ
り
の
よ
う
な
逆

三
角
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
標
識
愛
好
家

の
間
で
は
「
４
連
お
に
ぎ
り
」
と
い
う
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
標
識
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
２
０
１
９

ROUTE

年
秋
。
国
土
交
通
省
福
井
河
川
国
道
事
務
所
の

福
島
克
章
副
所
長
は
、「
道
路
や
標
識
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
い
う
思
い
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
標
識
を
設
置
し
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

８
号
の
上
に
27
号
が
あ
る 

「
下
克
上
」標
識
と
し
て
も
話
題
に

「
４
連
お
に
ぎ
り
」
が
あ
る
の
は
、
敦
賀
市

岡
山
町
１
丁
目
交
差
点
東
側
。
こ
こ
か
ら
坂
ノ

下
ラ
ン
プ
ま
で
の
約
１
㎞
が
４
国
道
の
重
複
区

間
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
国
道
８
号
の
混
雑
緩
和

の
た
め
敦
賀
バ
イ
パ
ス
が
建
設
さ
れ
、
１
９
８

９
年
に
分
岐
点
と
し
て
坂
ノ
下
ラ
ン
プ
が
作
ら

れ
ま
し
た
。
同
ラ
ン
プ
は
そ
の
後
、
国
道
27
号

と
１
６
１
号
の
起
点
、
１
６
２
号
の
終
点
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
４
国
道
の
「
重
複
区
間
」
が

誕
生
し
た
の
で
す
。

こ
の
標
識
は
８
号
の
上
に
27
号
が
配
置
さ
れ

て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
通
常
は
国
道
番
号
の

小
さ
い
も
の
が
上
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
住
民

に
は
27
号
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
起
点
で
あ
る

こ
と
も
鑑
み
、
あ
え
て
27
号
を
一
番
上
に
配

置
。
こ
の
よ
う
な
並
び
順
は
珍
し
く
、
愛
好
家

の
間
で
は
「
下
克
上
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト 

か
ら
広
く
拡
散

「
４
連
お
に
ぎ
り
」
へ
の
注
目
が
集
ま
っ
た

の
は
、
国
土
交
通
省
福
井
河
川
国
道
事
務
所
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
へ
の
つ
ぶ
や
き

ROUTEROUTE

が
き
っ
か
け
で
す
。
２
０
２
０
年
６
月
17
日
の

発
信
以
降
、
注
目
を
集
め
、
広
く
拡
散
。
２
０

２
１
年
８
月
25
日
現
在
で
７
２
４
件
の
い
い

ね
、
４
２
３
件
の
リ
ツ
イ
ー
ト
を
獲
得
し
て
い

ま
す
。

福
島
副
所
長
に
よ
る
と
、
全
国
の
一
般
国
道

の
総
延
長
は
約
７
万
７
０
０
０
㎞
、
実
延
長
は

約
６
万
７
０
０
０
㎞
で
、
約
１
万
㎞
が
重
複
区

間
と
な
り
ま
す
。「
４
国
道
の
重
複
区
間
は
数

少
な
い
な
が
ら
他
県
に
も
あ
り
ま
す
が
、
４
標

識
を
設
置
し
て
い
る
の
は
全
国
で
も
珍
し
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
い
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

上
で
は
、「
見
ら
れ
て
嬉
し
い
」「
気
に
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
け
ど
、
確
か
に
珍
し
い
」
な
ど

様
々
な
反
響
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

国
道
27
号
、８
号
の 

最
新
道
路
ト
ピ
ッ
ク
ス

「
４
連
お
に
ぎ
り
」
で
注
目
を
集
め
た
国
道

ROUTE

4国道の位置関係は地図の通り。写真は国道8号から坂
ノ下ランプに続く分岐点で、左に進んだところから「4連
おにぎり」までの約1kmが4国道の重複区間となります。

27
号
沿
線
に
は
、
来
年
７
月
に
新
た
に
道
の
駅

「
は
ま
び
よ
り
」
が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
美

浜
町
と
国
交
省
と
で
整
備
す
る
一
体
型
の
道
の

駅
で
、
Ｊ
Ｒ
美
浜
駅
に
隣
接
。
地
域
物
産
の
直

売
所
や
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
が
併
設
さ
れ
ま

す
。国

道
８
号
の
敦
賀
市
内
で
は
空
間
再
整
備
を

行
い
、
昨
年
10
月
に
は
氣
比
神
宮
前
の
元も

と

町ま
ち

交

差
点
か
ら
白し

ろ

銀が
ね

交
差
点
の
区
間
を
２
車
線
化
。

歩
道
を
広
げ
、
賑
わ
い
空
間
を
創
出
す
る
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
や
景
観
等
の

観
点
か
ら
、
敦
賀
市
鉄か

な

輪わ

地
区
で
無
電
柱
化
事

業
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
開
業
を
間
近
に
控
え
、
道
路
や

景
観
が
様
変
わ
り
し
て
い
く
敦
賀
美
浜
エ
リ

ア
。
今
後
の
話
題
に
も
注
目
で
す
。

N

北
陸
自
動
車
道

JR
西敦賀駅
JR

西敦賀駅

JR
敦賀駅
JR

敦賀駅

吉河吉河 高野高野

小河小河

和久野和久野

野神野神

大
津
方
面
↓

←小浜方面←小浜方面

J R小浜
線

4連おにぎり

国道8号
国道27号
国道161号
国道162号

「4連おにぎり」設置前の
標識。比べると、4 標識
のインパクトがあるのが
よくわかります。

上から国道27号、8号、▲  

161号、162号の順に 
4つの国道標識が並ぶ 

「4連おにぎり」。

坂ノ下ランプ北側の
「3 連おにぎり」標識。
こちらは国道 8 号が
一番上になり、27 号、
161号の下には「起点」
と記されています。
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